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このページは皆さんからのこのページは皆さんからの

情報で作られています。情報で作られています。

どのような情報でもすぐにどのような情報でもすぐに

かけつけます。かけつけます。

お気軽にご連絡ください。お気軽にご連絡ください。

まちづくり政策課広報統計係　☎４８２-２９１３（課直通）

　４月より、川湯エコミュ
ージアムセンターの２階
に大型映像モニターが新
設されました。訪日外国人
旅行者の増加を目指す国
立公園満喫プロジェクト

の事業によるもので、阿寒摩周国立公園摩周地域の「水の循
環」をテーマにした「自然編」、摩周岳登山や藻琴山バックカ
ントリースキーなどのネイチャーツアーをメインとした
「アクティビティ編」の２本が新たに放映されています。
　どちらも10分程度で、言語は日本語と英語の２カ国語対
応。ハイビジョンより解像度の高い４K映像となっており、
ダイナミックかつ、精細で美しい映像が来館者に好評です。

精細で美しい映像が来館者に好評

川湯ＥＭＣ２階で高画質映像が新たに放映

４月１日～

い
つ
で
も
視
聴
で
き
ま
す

いつまでも元気に
第４回ふまねっと交流会､町お宝自慢発表会

 

ふ
ま
ね
っ
と
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会 

一
九
・
三（
代
表
寺
岡
清
敏
）主
催
の
第
４

回
ふ
ま
ね
っ
と
交
流
会
が
３
月
30
日
、
摩

周
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

各
地
域
で
「
ふ
ま
ね
っ
と
」
を
行
っ
て

い
る
皆
さ
ん
が
一
堂
に
会
す
る
交
流
会

で
、
今
年
は
町
内
９
つ
の
チ
ー
ム
に
加
え

釧
路
町
の
皆
さ
ん
も
参
加
。グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
合
同
ス
テ
ッ
プ
を
楽
し
み
、
後

半
で
は
、
各
チ
ー
ム
が
選
ん
だ
音
楽
に
合

わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
た
ス
テ

ッ
プ
を
披
露
。会
場
が
拍
手
と
笑
顔
で
い

っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

交
流
会
後
に
は
、
町
と
C
L
C
（
全
国

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
）
が
主
催
す
る
「
弟
子
屈
町
お
宝
自

慢
発
表
会
」を
開
催
。

　

日
頃
か
ら
何
気
な
く
行
わ
れ
て
い
る

地
域
の
身
近
な
支
え
合
い
を
「
お
宝
」
と

名
付
け
、
そ
の
大
切
さ
を
再
確
認
し
よ
う

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。町
内
外
か

ら
、
総
勢
２
０
０
人
が
参
加
し
、
本
町
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
藤
原
直

美
さ
ん
と
ご
近
所
福
祉
ク
リ
エ
ー
タ
ー

と
し
て
活
躍
す
る
酒
井
保
さ
ん
が
進
行

役
と
な
り
、
数
多
く
の
身
近
な
支
え
合
い

を
紹
介
し
ま
し
た
。イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
コ

ー
ナ
ー
で
は
参
加
者
か
ら
た
く
さ
ん
の

楽
し
い
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
使
用
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、

C
L
C
か
ら
２
千
冊
が
寄
贈
さ
れ
て
い

ま
す
。希
望
さ
れ
る
方
は
福
祉
課
地
域
包

括
支
援
係
に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

春の交通安全運動
旗の波街頭啓発

　

町
交
通

安
全
運
動

推
進
協
議

会
（
德
永
哲

雄
会
長
）
と

町
交
通
安

全
協
会
（
村

岡
幸
雄
会

長
）
の
共
催

に
よ
る
旗

の
波
街
頭
啓
発
が
４
月
10
日
、
摩
周
観
光

文
化
セ
ン
タ
ー
前
の
国
道
３
９
１
号
線
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
６
日
〜
15
日
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
合
わ
せ
て
行
わ

れ
た
も
の
で
、
本
町
で
は
毎
年
行
わ
れ
て
い

ま
す
。開
催
に
あ
た
り
、町
交
通
安
全
運
動
推

進
協
議
会
の
德
永
哲
雄
会
長
は
「
１
０
０
０

日
を
超
え
る
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し

た
い
。新
入
学
生
の
通
学
も
始
ま
っ
た
の
で
、

交
通
安
全
運
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
自
治
会
や
関
係
団
体
な
ど

か
ら
お
よ
そ
80
人
が
参
加
。参
加

者
の
皆
さ
ん
は
安
全
旗
を
手
に
沿

道
に
並
び
、
行
き
交
う
ド
ラ
イ
バ

ー
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。ま
た
、
文
化
セ
ン
タ
ー
駐
車
帯

へ
数
台
を
誘
導
し
、
弟
子
屈
警
察

署
や
町
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
ク
ラ

ブ
の
皆
さ
ん
が
ド
ラ
イ
バ
ー
に
直

接
声
を
か
け
、
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
啓
発
品

を
手
渡
し
ま
し
た
。

冷たい風が吹くなか多くの参加者が

ド
ラ
イ
バ
ー
に
注
意
を
促
す

啓
発
品
を
手
渡
し
呼
び
か
け

笑
顔
の
発
表
会

工
夫
し
た
衣
装
で

　３月１日から４月30日に
かけて、道の駅摩周温泉
内のギャラリーでKeiko(
斎藤敬子)さんとHiromi(
磯里博巳)さんによる二
人展が開かれました。

　１年～１年半に１回作品展を開くというお二人。今回が２
回目の開催です。ガラス細工や彫刻の作品をHiromiさん、刺
繍作品をKeikoさんが手がけました。それぞれが繊細かつ個
性的で、手仕事ならではの温かみのある作品ばかり。
　Keikoさんは「エプロンなどの身近なものに伝統的な文様
を取り入れたことで、訪れた方がアイヌの文化をより身近
に感じるきっかけになれば」と話しました。

暮らしを彩るアイヌの手仕事Ⅱ～伝統と実用～

HiromiさんKeikoさんによる二人展

３月１日～

作
品
を
前
に

　南弟子屈地域活性化
協議会（小澤重則会長）の
第５回ワーキンググル
ープが３月22日、旧昭栄
小学校で行われました。
　同協議会は「人が集ま

り集う 町の玄関口 南弟子屈」を目的・理念として、ライダー
ハウス、レンタルスペース、酪農体験ツアー、飲食の４つの
事業について協議を重ねてきました。
　今年度の成果と来年度の目標について各チームから報告
が行われたほか、協議会規約の修正案や新しく作られる南
弟子屈のPRパンフレットなどについて意見が交わされ、参
加者全員が、新年度に向けて方針を共有しました。

人が集まり集う南弟子屈を目指して

第５回ワーキンググループを開催
時
に
は
厳
し
い
意
見
も

３月22日

　弟子屈消防団（藤田茂
団長）女性部による「防
災ずきん作成講習会」が
３月16日、泉ふれあいセ
ンターで行われました。
　講習には泉自治会女

性部（山下則子部長）の皆さんが参加。同消防団女性部長の嶋
崎静江さんの指導のもと、持参したバスタオルで作成しまし
た。ずきんはしつけ糸で簡単に縫い合わせてポケットをつく
り、ハンカチや軍手、使い捨てカイロなどを入れられる仕組
み。避難所に到着してからはしつけ糸をほどいてそのままバ
スタオルとして使えます。細かく縫い合わせる必要がないた
め、裁縫は苦手と話す方も楽しそうに作業していました。

いざという時に備えて

泉ふれあいセンターで「防災ずきん作成講習会」
小
さ
な
備
え
が
怪
我
を
防
ぐ
こ
と
も

３月16日

　弟子屈町農業後継者
結婚祝金の贈呈式が、
３月27日町応接室で行
われました。
　祝金を受け取ったの
は芳賀和也さん・ひと

みさんご夫婦（美留和）と平岡琢磨さん・絵美さんご夫婦（川
湯）。贈呈式には德永町長、町農業委員会塩沢稔宏会長、摩周
湖農協川口覚組合長が出席し、両夫婦に祝金３万円と祝品
のデジタルフォトフレームがお祝いの言葉と共に贈られま
した。川口会長は「町の農家戸数は減少している。夫婦で農
業を頑張って、後に続く人の見本になってほしい。」と両夫
婦に激励の言葉を贈りました。

ご結婚おめでとうございます！

町農業後継者結婚祝金贈呈式を挙行

３月27日

若
い
夫
婦
の
前
途
を
祝
し
て


